19世紀末ドイツのオリエント認識 - 皇帝のオリエント旅行に関する新聞報道を素材として - (大野英二教授記念号) by 杉原, 達
Title19世紀末ドイツのオリエント認識 - 皇帝のオリエント旅行に関する新聞報道を素材として - (大野英二教授記念號)
Author(s)杉原, 達













倫理的基盤 - ー ー ・.. 平 井 俊 彦
競争・独占・独占禁止法 越後 罪日 典 22 
1932年のアニェッリ提言をめぐる覚書・ フL 0-1 優 39 
19世紀末ドイツのオリェ γ ト認識 杉 原 達 60 
第一次大戦期ドイツにおける住宅政策の展開 後 藤俊 明 80 
日中戦争前中国安徽省における茶統制l政策 )1¥ 井 情 111
りッカートとラ γプレヒト論争 .... ーー ーー ・・ 奥 回 F圭 男 130 


























。L.Rathmann， nie Nahostextansion dl白血utschenlmperiali四 usvom Ausgang des 19 
Jahrhunde巾 bisz仰~ Ende des Ersten Weltkn'eges， (Habl.) Leipzig 1961， Tl. 1， S.180 f， 























2) W. van Kampen， Studien zur deutschen TurkeiPoUtik in der Zeit Wilhelms I1. (Dis吋
Kiel 196B 
3) G. Schollgen， "Dann mussen wit uns aber Mesopotamien sichern! ¥ in: Saeculum， Bd. 
32， 1981 












タyト司教区を設立したフリ ドリヒ・ヴィノレへノレム 4世(Friedr:ichWilhelm 
IV.)，そして1869年に聖地を訪問し，新教会建設のために土地を購入したず f
ノレへんム 1jl: (Wilhelrn 1.)の伝統に従うものでもあ勺たわ。




















いる o Alldeutsche Blatter v. 1. 5. u. 26. 6. 98. 
6) プロテスタ yト高等宗教法院長から外務次官あの手紙(1897年8月27日付〉では，翌岨年には
教会が完成する見込みであり，落成式には皇帝夫妻が臨席する予定であることが述べられてい
る。 DieGrose Politik der Europaischen Kahinette. 1871-1914. Berlin 1922正.Bd. 14-2， 
s. 5571. 
7) van Kampen. S. 13;号




























この小北行の詳細については， Deutsche Zeit叩 gv. 6. 11. 98 
K. Helfferich， Georg von Siemens， 8erlin 1923. Bd. 3. S. 88 f. 
Berliner Tageblatt v. 11. 11. 98 



























12) Berliner Neueste Nachr. v. 5. 11. 98 
13) 以上，種々 旬報道のほか， Rathmann， van Kampenも参考にした。


























14) Hannov. Cour. v. 16. 11. 98 この主張は，ブタン久乙の衝突のみならず. iロー マとプロテ
スタソト・カイザー との静かな闘い」とも形容された。 DeutscheZ. v. 6. 1. .98. 
15) Westfalischer MerkUT v. 7. 11. 98. 























16) Berl. Lokal Anz. v. 16. 11. 98 なお DeutsheZ. v. 17. 2. 99.によれば，入植者数は、
イファ517人，サロナ243人，ヤッファ320人，エル+レム302人となっている。
17) Berliner Neueste Nachr. v. 1. 12. 98 
18) NorddeutsιJu: Allgemeine Zeitung v. 15. 11. 98. 
19) 且.farkischeVolkszeitung v. 9. 11. 98 
20) 拙稿「ドイツ帝国主重量における内政と外政J.川本和島他編『比較社会史の諸問題』未来社，
1984年I 185ページ以下を参照。























21) Alldeutsche Blatter v. 1. 5. u. 26. 6. 98， Kolnische Zeitung v. 30. 9. 98， Frankfurter 
Zeitung v. 9. 11. 9& 
22) Ret"chsbo咽 v.11. 11. 9& 
23) Rheinische Westfalische Zeitung v. L 2. 99， Berl. Lokal Anz. v. 9. 2. 99 
24) Berl. Lokal An2. v. 9. 2. 99 
25) Reicksbote v. 11. 1. 98 
26) Rheinische Volksstimme v. 15. 11. 98. Pfalzisches Tageblatt v. 15. 11. 98 
6~ (392) 第136巻第4号
か?~彼は直立不動の軍事的態度で返答した。 w ヴュノレテムベノレク第 3歩兵連
隊第121小隊であります。n故郷を離れて何年になるか。~ H1年であります，
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こそが， 主要な論潮であった。 たしかに一方では， トルコの苦しい財政事情
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農業利障の観点から，国内救済に向けるべき資金の外国投資を非難する議論
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